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今
年
の
夏
は
暑
い
日
が
続
き
、
同
窓
生
の
皆
様

も
大
変
な
思
い
を
さ
れ
た
こ
と
と
お
察
し
申
し
上

げ
ま
す
。
よ
う
や
く
さ
わ
や
か
な
秋
ら
し
い
気
候

と
な
り
健
や
か
に
過
ご
し
の
こ
と
と
存
じ
上
げ
ま

す
。
又
、
平
素
は
同
窓
会
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
も
８
月
10
日
（
土
）
に
同
窓
会
総

会
及
び
懇
親
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
約
60
名

の
参
加
を
い
た
だ
き
総
会
で
は
平
成
30
年
度
の
事

業
報
告
・
一
般
会
計
決
算
報
告
そ
し
て
令
和
元
年

度
の
事
業
報
告
・
会
計
予
算
案
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

さ
ら
に
、
近
年
、
生
徒
数
の
減
少
に
よ
り
同
窓

会
の
財
務
状
況
が
非
常
に
苦
し
く
な
っ
て
き
て
お

り
ま
す
。
同
窓
会
運
営
財
産
の
確
保
及
び
母
校
賛

助
な
ど
へ
の
活
性
化
実
現
の
た
め
、
今
年
度
よ
り

同
窓
生
の
皆
様
に
協
力
金
の
お
願
い
を
す
る
こ
と

と
な
り
参
加
者
の
ご
賛
同
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
に

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

又
、
来
年
迎
え
る
大
聖
寺
高
校
創
立
１
１
０
周

年
の
記
念
事
業
や
実
行
委
員
会
の
中
間
報
告
な
ど

も
あ
り
ま
し
た
。

　

懇
親
会
は
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
大
聖
寺
高
校
吹
奏

楽
部
の
演
奏
が
あ
り
、
そ
の
後
楽
し
く
和
や
か
な

時
間
を
皆
さ
ん
と
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

来
年
は
い
よ
い
よ
創
立
１
１
０
周
年
を
迎
え
ま

す
。
そ
こ
で
総
会
参
加
者
の
目
標
を
１
１
０
名
と

し
て
活
動
を
進
め
ま
す
。
ど
う
か
同
窓
生
の
皆
様

も
ご
協
力
く
だ
さ
る
こ
と
を
心
よ
り
お
願
い
申
し

上
げ
ま
し
て
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

聖
高
祭

８
月
29
日 

文
化
祭

30
日 

体
育
祭

大聖寺高校は令和２年度に創立110周年を迎えます。
記念式典は2020年10月17日（土）に開催いたします。

大
聖
寺
高
等
学
校
同
窓
会

会
長

　長 

岡

　義 

明

ご
　挨
　拶

題
字
…
加
賀
市
美
術
館 

館
長　

長
谷
川 

清 

氏
（
第
９
回
・
昭
和
32
年
卒
）
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同
窓
生
の
皆
様
に
は
、
母
校
の
教
育
振
興
と
在
校
生
の
激
励
の

た
め
に
平
素
よ
り
格
段
の
ご
後
援
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

私
は
平
成
29
年
の
４
月
に
着
任
し
、
以
来
２
年
間
校
長
を
務
め

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
の
人
事
異
動
に
よ
り
本

校
を
離
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

本
校
は
南
加
賀
を
代
表
す
る
県
下
有
数
の
伝
統
校
で
あ
り
、
校

長
職
を
拝
命
し
た
時
に
は
重
責
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
が
い
た

し
ま
し
た
。
着
任
後
も
、
同
窓
生
の
皆
様
や
地
域
の
皆
様
か
ら
励

ま
し
の
お
言
葉
を
い
た
だ
く
た
び
に
、
本
校
に
寄
せ
ら
れ
て
い
る

期
待
の
大
き
さ
を
知
る
一
方
、
我
が
身
の
非
力
を
痛
感
す
る
日
々

で
し
た
。

　

と
は
い
え
、「
自
主
自
律
」「
文
武
両
道
」
を
標
榜
す
る
活
気
あ
る

学
校
に
勤
務
で
き
る
こ
と
は
こ
の
上
な
い
喜
び
で
あ
り
、
素
直
で

伸
び
や
か
な
聖
高
生
か
ら
多
く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
ら
い
、
生
徒

の
た
め
に
は
労
を
惜
し
ま
な
い
教
職
員
に
支
え
ら
れ
て
、
こ
の
２

年
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

大
聖
寺
高
校
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
昔
も
今
も
「
南
加
賀
地
区
の

基
幹
校
と
し
て
、
地
域
の
期
待
に
応
え
る
」
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

近
年
は
、
少
子
化
に
よ
り
中
学
校
の
生
徒
数
が
年
々
減
少
す
る
だ

け
で
な
く
、
学
校
を
取
り
巻
く
環
境
が
様
々
な
面
で
変
化
し
て
、

入
学
志
望
者
を
獲
得
す
る
に
も
一
層
の
努
力
が
必
要
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
う
し
た
状
況
な
れ
ば
こ
そ
、「
学
力
保
障
・
進
路
保
障

の
で
き
る
学
校
」「
地
域
に
信
頼
さ
れ
、
地
域
に
な
く
て
は
な
ら
な

い
学
校
」
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
、
学
校
経
営
に
当
た
っ
て
き

た
つ
も
り
で
す
。

　

そ
こ
で
、
３
年
間
を
見
通
し
た
進
路
指
導
体
制
を
充
実
さ
せ
、

生
徒
に
高
い
志
を
持
た
せ
て
、
一
人
一
人
の
進
路
実
現
を
図
る
こ

と
を
重
点
目
標
の
第
一
に
掲
げ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
生
徒
の
実
態

や
学
力
層
に
応
じ
た
き
め
細
か
な
学
習
指
導
が
本
校
の
生
命
線
で

あ
る
と
考
え
、
既
に
開
設
さ
れ
て
い
た
特
別
進
学
ク
ラ
ス
“
ス

パ
ー
ク
ス
”
を
牽
引
役
と
し
て
、
全
体
の
学
力
向
上
を
図
り
ま
し

た
。
今
春
、
特
進
１
期
生
の
学
年
を
送
り
出
し
ま
し
た
が
、
阪
大
、

名
大
、
北
大
な
ど
の
難
関
大
や
地
元
金
大
を
は
じ
め
と
し
て
多
く

の
国
公
立
大
学
に
合
格
者
を
出
す
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
生
徒
本

人
の
努
力
は
勿
論
の
こ
と
、
教
職
員
一
丸
と
な
っ
た
指
導
・
支
援

の
賜
物
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
部
活
動
や
生
徒
会
活
動
の
充
実
も
重
点
目
標
の
一
つ
で

し
た
。
全
国
大
会
出
場
を
果
た
し
た
部
も
あ
れ
ば
県
ベ
ス
ト
８
が

目
標
の
部
も
あ
り
、
目
指
す
と
こ
ろ
は
そ
れ
ぞ
れ
で
す
が
、
仲
間

と
助
け
合
い
、
ひ
た
む
き
に
努
力
す
る
こ
と
の
価
値
は
変
わ
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
も
各
部
が
活
躍
し
、
学
校
を
盛
り
立

て
る
と
と
も
に
、
一
人
一
人
が
た
く
ま
し
く
成
長
を
遂
げ
る
よ
う
、

期
待
し
て
い
ま
す
。

　

２
年
の
月
日
は
瞬
く
間
に
過
ぎ
、
聖
高
を
離
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
今
、
愛
惜
の
思
い
は
尽
き
ま
せ
ん
。
在
任
中
は
、
長
岡
会
長
を

は
じ
め
同
窓
会
の
皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
同
窓
生
の
皆
様
の
ご
健
勝
、
ご
活
躍
と

同
窓
会
の
益
々
の
ご
発
展
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
来

年
度
創
立
百
十
周
年
を
迎
え
ま
す
大
聖
寺
高
校
が
今
後
も
南
加
賀

の
伝
統
校
と
し
て
発
展
し
続
け
る
こ
と
を
心
よ
り
お
祈
り
し
て
、

お
礼
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

（
平
成
31
年
４
月
記
す
）

　

同
窓
生
の
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
本
校
の
教
育
活
動
に
物
心
両

面
に
わ
た
り
篤
い
ご
支
援
を
賜
り
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
度
、
前
任
の
中
川
校
長
よ
り
引
き
継
ぎ
ま
し
た
稲
葉
と
申

し
ま
す
。
か
つ
て
、
平
成
２
年
４
月
か
ら
平
成
14
年
３
月
ま
で
教

諭
と
し
て
在
籍
し
ま
し
た
。
そ
の
と
き
の
空
気
が
肌
感
覚
と
し
て

感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
錯
誤
も
あ
り
、
二
十
年
近
く
の
時
間
の
疎
隔

が
あ
り
な
が
ら
も
、
復
帰
し
て
わ
ず
か
半
年
ほ
ど
で
す
が
、
学
校

全
体
が
す
っ
か
り
体
に
な
じ
ん
で
く
る
思
い
が
い
た
し
ま
す
。
そ

れ
と
い
う
の
も
、
教
諭
と
し
て
若
き
日
に
過
ご
し
た
当
時
と
、
今

現
在
と
は
、
生
徒
の
気
質
や
職
員
の
雰
囲
気
に
お
い
て
非
常
に
似

通
っ
て
い
る
こ
と
も
理
由
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

今
年
か
ら
元
号
も
令
和
に
改
ま
り
ま
し
た
。
平
成
と
い
う
時
代

は
、
戦
争
に
よ
る
惨
禍
も
な
く
、
平
和
を
謳
歌
し
た
時
代
で
あ
っ

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
、
バ
ブ
ル
が
は
じ
け
、
失
わ

れ
た
二
十
年
と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
、
阪
神
淡
路
大
震
災
、
東
日

本
大
震
災
を
は
じ
め
と
す
る
自
然
災
害
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
な

ど
様
々
な
苦
難
が
我
が
国
に
訪
れ
た
こ
と
も
事
実
で
す
。
ま
し
て

や
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
に
ま
で
遡
り
、
そ
の
間
に
あ
っ
た
幾
多

の
歴
史
化
し
た
事
実
を
通
覧
し
た
上
で
、
本
校
が
持
つ
百
有
余
年

の
歴
史
に
思
い
を
寄
せ
る
と
き
、
改
め
て
時
間
の
重
み
、
伝
統
へ

の
尊
崇
を
禁
じ
得
ま
せ
ん
。
現
代
は
、
変
化
の
著
し
い
時
代
と
言

わ
れ
、
あ
る
調
査
に
よ
り
ま
す
と
、
一
企
業
の
平
均
寿
命
は
十
八

年
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
栄
枯
盛
衰
は
世
の
常
と
は
言
え
、
改
め

て
そ
の
事
実
に
愕
然
た
る
思
い
が
し
ま
す
。
そ
れ
故
に
、
明
治
に

は
じ
ま
り
、
こ
の
令
和
ま
で
の
長
き
に
わ
た
り
、
南
加
賀
の
雄
で

あ
り
続
け
た
こ
と
は
、
ひ
と
え
に
全
国
二
万
六
千
人
を
超
え
る
同

窓
生
の
方
々
の
ご
尽
力
の
賜
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

皆
様
方
の
ご
支
援
も
あ
り
、
在
校
生
も
各
方
面
で
活
躍
を
続
け

て
く
れ
て
い
ま
す
。
今
春
、
特
進
ク
ラ
ス
「
ス
パ
ー
ク
ス
」
が
初

の
卒
業
生
を
送
り
出
し
ま
し
た
が
、
大
阪
大
学
を
は
じ
め
と
す
る

難
関
大
学
や
地
元
金
沢
大
学
に
も
合
格
者
を
出
し
、
期
待
ど
お
り

の
結
果
を
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
部
活
動
で
も
、
体
操
部
、

放
送
部
は
全
国
大
会
の
常
連
と
し
て
名
を
連
ね
、
吹
奏
楽
部
は
県

代
表
金
賞
を
獲
得
す
る
な
ど
、
活
気
を
も
た
ら
し
て
く
れ
て
い
ま

す
。
何
よ
り
、
生
徒
の
純
真
さ
と
教
員
の
熱
意
と
は
本
校
の
変
わ

ら
ぬ
良
き
伝
統
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
先
日
行
わ
れ
た
聖
高
祭
も
、

生
徒
、
職
員
が
一
体
と
な
っ
て
盛
況
の
う
ち
に
終
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
皆
様
が
在
学
し
て
い
た
当
時
と
な
ん
ら
変
わ
る
こ
と

の
な
い
日
々
が
、
今
で
も
丹
念
に
重
ね
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

来
年
は
創
立
百
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。
変
化
が
激
し
く
、
様
々

な
も
の
が
流
動
化
、
多
様
化
す
る
時
代
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
節
目

節
目
に
永
遠
な
る
も
の
を
希
求
し
確
認
し
た
い
、
そ
し
て
感
謝
し

た
い
と
い
う
の
は
人
間
心
理
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
来
年

10
月
17
日
は
、
そ
の
よ
う
な
一
日
に
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

皆
様
に
お
目
に
か
か
れ
る
日
を
心
待
ち
に
し
て
お
り
ま
す
。

大
聖
寺
高
等
学
校  

前
校
長

中
川

　素
子

退
任
の
ご
挨
拶

大
聖
寺
高
等
学
校  

校
長

稲
葉

　幹
雄

新
任
の
ご
挨
拶
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平
成
31
年
３
月
１
日
（
金
）

午
前
10
時
よ
り
第
71
回
卒
業

証
書
授
与
式
が
行
わ
れ
、
同

窓
会
か
ら
は
会
長 
長
岡
義

明
氏
、
顧
問 

萬
谷
守
男
氏
、

竹
田
永
一
氏
の
３
名
が
出
席

さ
れ
ま
し
た
。

　

長
岡
会
長
か
ら
は
祝
辞
と

し
て
、「『
協
調
』
と
い
う
言

葉
を
大
切
に
、
他
人
を
思
い

や
る
心
、
弱
者
を
慈
し
む
心

を
持
つ
人
に
な
っ
て
下
さ
い
。」
と
の
言
葉
が
卒
業
生

に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
答
辞
で
は
特
進
ク
ラ
ス
（S

p
arks

）
に
在

籍
し
た
東
野
う
れ
は
さ
ん
が
、
在
校
生
に
「
夢
を
つ
か

め
」
と
い
う
言
葉
を
（
中
国
語
で
）
贈
り
ま
し
た
。

　

同
窓
会
か
ら
卒
業
証
書
ホ
ル
ダ
ー
が
卒
業
生
に
贈
ら

れ
、
最
後
に
一
同
で
蛍
の
光
を
斉
唱
し
、
１
９
８
名
が

高
校
生
活
の
思
い
出
を
胸
に
巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

本
年
３
月
母
校
を
巣
立
っ
た
１
９
８
名
の
卒
業
生
の
大
学
合
格
状
況
は
、

下
表
の
通
り
で
す
。

　

一
学
年
５
ク
ラ
ス
と
な
っ
た
２
年
目
の
特
進
ク
ラ
ス
（
ス
パ
ー
ク
ス
）

１
期
生
の
学
年
が
卒
業
を
迎
え
ま
し
た
。
学
年
団
を
中
心
に
熱
意
あ
る
指

導
を
継
続
し
、
国
公
立
大
学
全
体
で
56
名
の
合
格
者
（
前
年
よ
り
15
名
増
）

を
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
大
阪
大
学
１
名
、
名
古
屋
大
学
１

名
、
北
海
道
大
学
１
名
、
お
茶
の
水
女
子
大
学
１
名
、
と
難
関
大
と
呼
ば

れ
る
大
学
に
も
合
格
者
を
出
す
こ
と
が
で
き
、
地
元
の
情
報
誌
な
ど
に
も

大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
特
筆
す
べ
き
こ
と
と
し
て
、
特
進
ク
ラ
ス
の
国
公
立
大
学
の

進
学
率
は
81
％
（
42
名
中
34
人
）
で
あ
っ
た
こ
と
、
特
進
ク
ラ
ス
の
生
徒

だ
け
で
な
く
普
通
ク
ラ
ス
か
ら
も
計
22
名
の
生
徒
が
国
公
立
大
学
に
合
格

を
し
ま
し
た
。
最
後
ま
で
教
師
と
と
も
に
粘
り
強
く
取
り
組
ん
だ
成
果
で

あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
今
年
の
受
験
を
総
括
し
、
セ
ン
タ
ー
試
験
と
二
次

試
験
に
十
分
対
応
で
き
る
基
礎
学
力
を
つ
け
る
取
組
み
に
足
ら
ざ
る
部
分

が
あ
っ
た
こ
と
、
二
次
対
策
へ
の
移
行
が
若
干
遅
く
な
っ
た
こ
と
な
ど
を
、

今
年
度
の
指
導
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

私
立
大
学
に
つ
い
て
は
、
関
東
地
区
の
上
智
大
学
、
中
央
大
学
、
明
治

大
学
な
ど
の
有
名
私
大
に
合
格
者
を
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

関
西
地
区
の
有
名
校
に
も
一
定
数
の
合
格
者
を
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た

が
、
私
立
大
学
の
定
員
の
厳
格
化
の
影
響
も
あ
り
、
合
格
率
に
つ
い
て
は

厳
し
い
結
果
で
あ
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
大
学
受
験
の
中
枢
科

目
で
あ
る
英
語
の
学
力
不
足
が
大
き
く
影
響
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

現
２
年
生
の
大
学
受
験
時
か
ら
始
ま
る
新
テ
ス
ト
へ
の
対
応
も
含
め
て
、

低
学
年
か
ら
の
英
語
の
学
力
引
き
上
げ
が
今
後
の
本
校
の
重
大
な
課
題
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

聖
高
の
伝
統
、
す
な
わ
ち
最
後
の
最
後
ま
で
地
道
に
頑
張
っ
て
進
路
実

現
を
果
た
す
こ
と
。
こ
の
良
き
伝
統
を
受
け
継
い
で
、
地
域
の
進
学
拠
点

校
と
し
て
の
矜
持
を
今
後
も
維
持
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た

め
に
、
30
年
度
の
総
括
と
反
省
を
し
っ
か
り
行
い
、
足
ら
ざ
る
点
を
補
い

充
実
さ
せ
る
べ
く
、
我
々
教
職
員
は
全
力
を
注
ぐ
覚
悟
で
す
。
人
口
急
減

等
、
厳
し
い
状
況
下
に
あ
る
本
校
で
す
が
、
同
窓
生
の
皆
様
の
温
か
い
ご

支
援
を
今
後
も
賜
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

平
成
30
年
度 

卒
業
生
の
大
学
合
格
状
況

国
公
立
大
学

北海道大 1 秋田大 1 お茶の水女子大 1 新潟大 1 富山大 6
国立大
計29名

金沢大 4 福井大 7 信州大 2 名古屋大 1 大阪大 1

奈良女子大 1 奈良教育大 1 島根大 1 愛媛大 1

埼玉県立大 1 高崎経済大 1 富山県立大 2 石川県立大 2 石川県立看護大 1
公立大
計27名

公立小松大 8 福井県立大 2 都留文科大 3 長野県立大 1 大阪市立大 1

兵庫県立大 1 岡山県立大 2 新見公立大 1 宮崎公立大 1

私　

立　

大　

学

明治大 2 関東学院大 2 福井工業大 60 関西大 5 神戸国際大 1

私立大
計413名

中央大 4 湘南工科大 2 福井医療大 4 龍谷大 3 神戸山手大 1

上智大 1 明海大 2 日本福祉大 2 京都産業大 11 大手前大 2

東京理科大 1 新潟医療福祉大 2 愛知工業大 1 近畿大 8 武庫川女子大 2

日本大 4 金沢星稜大 50 名古屋学院大 1 甲南大 1 神戸女子大 2

東洋大 1 金沢工業大 53 名古屋商科大 3 関西外国語大 3 松蔭女子学院大 4

亜細亜大 1 金城大 20 名古屋経済大 5 京都女子大 6 神戸海星女子学院大 1

大東文化大 3 金沢医科大 1 愛知東邦大 1 佛教大 3 岡山理科大 1

東京農大 1 金沢学院大 45 東海学院大 2 京都精華大 8 倉敷芸術科学大 1

武蔵野大 1 北陸学院大 13 岐阜聖徳学園大 1 京都ノートルダム女子大 1 筑紫女学園大 1

武蔵野美大 1 北陸大 25 静岡理工科大 2 大阪学院大 1 日本経大 1

明星大 1 富山国際大 1 同志社大 2 大阪産業大 5

多摩美術大 1 高岡法大 1 立命館大 4 追手門学院大 1

麗澤大 2 仁愛大 6 関西学院大 2 神戸学院大 3

平成31年３月31日現在

は北陸三県の大学は難関10大学

本
年
３
月
母
校
を
巣
立
っ
た
１
９
８
名
の
卒
業
生
の
大
学
合
格
状
況
は
、

　

４
月
８
日
（
月
）
午
後
２
時
よ
り
、
本
校
第
２
体
育

館
に
て
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
同
窓
会
か
ら
は
長

岡
義
明
会
長
、
竹
田
永
一
顧
問
が
来
賓
と
し
て
出
席
し

ま
し
た
。

　

新
入
生
代
表
と
し
て
片
山
津
中
学
校
出
身
の
出
島
奏

海
さ
ん
の
宣
誓
、
在
校
生
代
表
の
小
中
理
央
さ
ん
の
言

葉
が
述
べ
ら
れ
、
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

各
中
学
校
別
入
学
数
は
、
錦
城
27
名
、
片
山
津
24
名
、

山
代
30
名
、
山
中
６
名
、
東
和
13
名
、
橋
立
２
名
、
南

部
23
名
、
松
陽
10
名
、
御
幸
６
名
、
丸
内
３
名
、
安
宅

１
名
、
板
津
１
名
、
国
府
１
名
、
根
上
４
名
、
寺
井
３

名
、
美
川
１
名
、
森
田
１
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
30
年
度
卒
業
証
書
授
与
式

入
学
式

令
和
元
年
度
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　平成30年11月３日（土）に本校図書館２階多目的ホール
にて、大聖寺高校同窓会主催の第70回南加賀地区中学校英
語暗唱大会が開催されました。来賓として、加賀市教育委員
会教育長（代理）越中谷　法昭氏、加賀ライオンズクラブ会
長 萬谷　正幸氏、山中ロータリークラブ会長（代理）石川
光良氏をお迎えし、６中学の代表24名が参加して行われま
した。この伝統ある大会も、お陰様で第70回を迎えること
が出来ました。長年にわたりこの大会にご後援いただきまし
た加賀ライオンズクラブ、山中ロータリークラブ、北國新聞
社、そして、加賀市教育委員会ほか関係各位
に心より感謝申し上げます。
　上位入賞者は下記の方々です。

第71回は令和元年11月２日開催

第１位　中田　雄士（山　中）
第２位　深村　史織（片山津）
第３位　坂中　敢武（橋　立）

第１位　富永　亜睿（東　和）
第２位　新家　彩桃（山　中）

第１位　峯村　柚衣（錦　城）
第２位　田中　祐輝（橋　立）

　私は、英語を話すことがとても好きです。新しい

単語を覚えたり、言い方を工夫したりして、相手に

伝わった時がとてもうれしいからです。今回の原稿

を手にしたとき、まず、内容をよく理解するのに努

めました。そして、日本語訳になっている小説を探

して、どのような情景かもイメージしました。

　英文を覚えてからの細かい発音やイントネーショ

ンは英語科の先生や ALT の先生にたくさん教わりま

した。そのおかげで自信がつき、落ち着いて発表す

ることが出来ました。練習してきたことが聴く人た

ちに伝わり、とてもうれしい気持ちになりました。

　この大会に出場した皆さんの発表は、とてもレベ

ルが高くて、聴いているだけで楽しい気持ちになり

ました。

　今回の英語暗唱大会に参加させていただいたこと

やご指導いただいたこと、また、応援してくれた皆

さんにとても感謝しています。これからも、たくさ

ん勉強していき、上達していこうという意欲がわい

てきました。

英語暗唱大会を終えて
 山中中学校３年　中田　雄士

中学校英語暗唱大会
南加賀地区

第70回 

の部３年

の部２年

の部１年

発表の様子▶

▲入賞者と記念撮影

　

６
月
30
日
（
日
）、

百
周
年
記
念
図
書
館

２
階
の
多
目
的
ホ
ー

ル
に
て
定
例
理
事
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

長
岡
会
長
お
よ
び
稲
葉
校
長
の
挨
拶
の
後
、

平
成
30
年
度
事
業
報
告
・
決
算
報
告
、
令

和
元
年
度
事
業
計
画
案
・
予
算
案
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
会
報
「
聖
流
」
の

10
月
中
旬
へ
の
発
行
時
期
変
更
が
承
認
さ

れ
、
百
十
周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て
、
事

業
委
員
会
よ
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
設
置
の

経
過
報
告
、
祝
宴
委
員
会
よ
り
祝
宴
会
場

の
提
案
が
さ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

理
事
会
に
続
き
、
海
上
自
衛
隊
第
１
術

科
学
校
教
官 

荒
栄　

拓
也
氏
（
平
７
年

卒
）
を
講
師
に
お
招
き
し
、「
海
自
の
現
状

と
装
備
に
つ
い
て
」
と
題
し
た
卓
話
を
お

聞
き
し
ま
し
た
。
荒
栄
さ
ん
の
同
級
生
や

地
元
の
方
々
な
ど
、
多
く
の
人
が
か
け
つ

け
て
く
だ
さ
り
、
例
年
以
上
に
大
変
な
盛

り
上
が
り
と
な
り
ま
し
た
。
日
頃
私
た
ち

が
知
り
が
た
い
海
上
自
衛
隊
の
詳
し
い
お

話
し
を
、
写
真
を

見
せ
て
い
た
だ
き

な
が
ら
軽
妙
に
お

話
し
い
た
だ
き
、

楽
し
い
時
間
を
過

ご
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

令
和
元
年
度

定
例
理
事
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

◀謝辞を述べる
　佐々木氏

▲卓話される荒栄氏

　

本
部
か
ら
は
長
岡
義
明 

会
長
（
昭
42
年
卒
）、
永
山
信
也 

副
会
長
（
昭
47
年
卒
）、
土
山
樹
一
郎　

教
頭
、
東
野
哲
弥 

事
務
局
長
（
昭
61
年
卒
）
の
４
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
近
畿
聖
高
会
会
長　

南
出　

仁
様
の
挨
拶
が

あ
り
、
定
例
の
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
懇
親
会

で
は
校
歌
斉
唱
に
始
ま
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
テ
ー
ブ
ル
で
思
い
出
話
し
に
花

が
咲
い
て
い
た
よ
う
で
す
。
大
聖
寺

高
校
の
放
送
部
作
成
の
学
校
紹
介
ビ

デ
オ
が
上
映
さ
れ
、
会
員
み
な
さ
ま

が
現
在
の
母
校
の
様
子
を
熱
心
に
見

入
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
非

常
に
楽
し
い
一
時
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

「
近
畿
聖
高
会
」
総
会

　
　
　
　
　
　お
よ
び
懇
親
会
開
催

　詳細は近畿聖高会HPをご覧ください。
　又、関西方面の方で近畿聖高会にご興
味のある方は是非、近畿聖高会事務局
TEL 06（6394）1762にお問い合わせ
ください。

　

９
月
７
日
（
土
）
に
ホ
テ
ル
ヴ
ィ
ス
キ
オ
尼
崎
に
て

第
26
回
近
畿
聖
高
会
総
会
お
よ
び
懇
親
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

▲長岡会長 ▲挨拶をする南出会長
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８
月
10
日
（
土
）
午
後
５
時
30
分

よ
り
、
長
生
殿
（
加
賀
温
泉
駅
前
）

に
て
近
畿
聖
高
会　

南
出
仁
会
長

（
昭
46
年
卒
）
の
出
席
を
賜
り
、
約

60
名
の
参
加
を
得
て
総
会
お
よ
び
懇

親
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
平
成
30
年
度
事
業
経
過

報
告
お
よ
び
一
般
会
計
決
算
報
告
、
令
和
元
年
度
事
業
計
画
案
お

よ
び
一
般
会
計
予
算
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
度
よ

り
同
窓
会
運
営
財
産
の
確
保
及
び
、
母
校
賛
助
な
ど
へ
の
活
性
化

実
現
の
た
め
、
同
窓
生
の
皆
さ
ま
に
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
協
力
金
に
つ
い
て
も
拍
手
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
、

２
０
２
０
年
に
迎
え
ま
す
大
聖
寺
高
校
創
立
１
１
０
周
年
の
記
念

事
業
で
あ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
設
置
に
つ
い
て
、
工
事
終
了
の

報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

懇
親
会
は
、
大
聖
寺
高
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
の
後
、
大
橋
自
無

さ
ん
（
平
15
年
卒
）
の
司
会
の
も
と
、
参
与
の
西
出
隆
則
さ
ん

（
昭
47
年
高
普
卒
）
に
よ
る
乾
杯
の
発
声
で
始
ま
り
ま
し
た
。
途

中
、
撥
美
音
ぼ
た
ん
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
三
味
線
に
唄
や
踊
り
、

チ
ェ
ロ
や
ピ
ア
ノ
で
会
場
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
旧

交
を
温
め
た
り
、
恩
師
と
思
い
出
話
し
を
交
わ
し
た
り
楽
し
い
一

時
を
過
ご
し
ま
し
た
。
い
よ
い
よ
来
年
に
迫
っ
て
お
り
ま
す

１
１
０
周
年
記
念
事
業
に
向
け
て

結
束
を
固
め
る
良
い
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

最
後
に
道
田
純
平
さ
ん
（
平
15

年
卒
）
に
中
締
め
の
こ
と
ば
を
い

た
だ
き
、
校
歌
を
歌
い
再
会
を
期

し
て
散
会
と
な
り
ま
し
た
。

▲撥美音ぼたん会▲大聖寺高校吹奏楽部

　

令
和
２
年
度
総
会
は
、
左
記
の
方
々
を
中
心
に

運
営
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
方
々
よ
り
、
参
加
依
頼
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
、
ぜ
ひ
ご
協
力
下
さ
い
。

沖
野
未
知
也　
　

竹
村　

麻
美　
　

藤
岡　
　

尭

井
村　

理
恵　
　

青
柳　

陽
介　
　

細
川　

詩
織

向
出　
　

匠　
　

塩
口　
　

舞　
　

中
村　

秀
平

桑
原　

麻
有　
　

松
木　

慎
吾　
　

山
口　

直
子

吉
田　

悠
馬　
　

松
本　

弥
生　
　

佐
竹　

智
樹

西
山
知
江
子

荒
谷　

幸
輝　
　

氷
見　
　

綾　
　

田
島　

一
成

今
井
加
奈
子　
　

近
元　

友
視　
　

岡
崎　

真
衣

西
出　

広
喜　
　

髙
畑　

侑
里　
　

山
田　

恭
輔

穴
澤
有
里
恵　
　

宮
本　

一
生　
　

山
口
麻
梨
子

後
藤　

一
則　
　

西
田　

有
里　
　

湊　
　

亮
介

石
田　

京
子

嘉
野　

翔
太　
　

小
森　

聡
美　
　

宮
崎　

公
平

黒
田　

麻
美　
　

大
坂　

隼
矢　
　

村
中　
　

愛

山
口　

結
貴　
　

西
出
百
合
香　
　

道
券　

誠
史

宮
下
紗
絵
子　
　

辻　
　

直
人　
　

北
本　

成
美

北
野　

良
晃　
　

米
田　

亜
起

※
お
名
前
は
卒
業
時
の
名
前
で
表
記
し
て
い
ま
す
。

※
事
前
に
連
絡
が
取
れ
な
か
っ
た
方
が
含
ま
れ
て

　

い
ま
す
。
ご
了
承
下
さ
い
。

同
窓
会
の
総
会
・
懇
親
会
は
す
べ
て
の
同
窓

生
が
参
加
で
き
ま
す
。

来
年
度
の
幹
事
の
方
（々
敬
称
略
）

主
幹
事

平
成
16
年
卒

副
幹
事

平
成
17
年
卒

副
幹
事

平
成
18
年
卒

▲挨拶をする長岡会長

▲西出参与による乾杯

▲道田さんによる中締め

令
和
元
年
度

大
聖
寺
高
校
同
窓
会
総
会
・

懇
親
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

８
月
10
日
に
長
生
殿
に
て
、
同
窓
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
に
あ
た
り
、

在
学
当
時
に
部
活
で
ご
指
導
を
頂
い
た

東
野
哲
弥
先
生
が
お
声
掛
け
を
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
同
級
生
を
誘

い
参
加
さ
せ
て
頂
く
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　

同
窓
会
に
は
初
参
加
で
し
た
の
で
、

不
安
と
期
待
を
胸
に
会
場
に
入
り
ま
し

た
。
懇
親
会
で
は
、
県
で
素
晴
ら
し
い

成
績
を
お
さ
め
ら
れ
た
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

部
の
演
奏
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

思
い
か
け
ず
、
私
の
教
え
子
と
再
会
す

る
こ
と
が
で
き
、
成
長
し
た
姿
に
と
て

も
喜
び
を
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
初
め

て
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
先
輩
。
久

し
ぶ
り
に
あ
っ
た
後
輩
。
当
時
ご
指
導

を
頂
い
た
先
生
方
。
同
窓
会
な
ら
で
は

の
場
面
が
あ
り
と
て
も
楽
し
い
ひ
と
時

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
最
後

に
は
懐
か
し
い
校
歌
を
歌
い
、
母
校
に

思
い
を
馳
せ
る
こ
と
が
で
き
た
素
晴
ら

し
い
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
卒
業
し
て
い
っ
た
先
輩
方
か

ら
新
し
い
時
代
を
刻
む
現
役
生
に
引
き

継
が
れ
て
１
０
９
年
。
い
よ
い
よ
来
年

は
１
１
０
周
年
で
す
。
大
聖
寺
高
校
が

ま
す
ま
す
盛
り
上
が
る
よ
う
に
皆
さ
ま

ぜ
ひ
同
窓
会
に
ご
参
加
し
て
い
た
だ
け

た
ら
と
思
い
ま
す
。

令
和
元
年
度
大
聖
寺
高
校

　
　
　
　

同
窓
会
に
参
加
し
て

平
15
年
卒　

大
橋　

自
無
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７
月
29
日
（
月
）
に
始
ま
り
ま
し
た
「
加
州

大
聖
寺
藩
参
勤
交
代
う
ぉ
ー
く
２
０
１
９
」
に
、

生
徒
２
名
と
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

前
日
の
朝
に
聖
城
高
校
で
出
発
式
を
行
い
、
多

く
の
方
々
に
見
送
っ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
バ

ス
か
ら
笑
顔
で
手
を
振
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い

ま
す
。「
果
た
し
て
明
日
は
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う

か
。
無
事
に
完
歩
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。」
猛

暑
日
の
中
20
キ
ロ
も
の
距
離
を
歩
く
と
い
う
初

め
て
の
体
験
に
、
期
待
と
不
安
を
胸
に
し
な
が

ら
、
３
人
で
東
京
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。

　

夕
方
に
日
本
橋
に
着
き
、
近
く
の
ホ
テ
ル
で

ゆ
っ
く
り
と
休
養
を
し
、
翌
朝
６
時
に
日
本
橋

に
集
合
、
そ
し
て
遂
に
６
時
30
分
を
迎
え
、

「
う
ぉ
ー
く
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。
当
日
の
東

京
は
梅
雨
明
け
の
初
日
で
し
た
の
で
、
厳
し
い

暑
さ
が
早
朝
か
ら
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
途
中
に

休
憩
所
が
あ
る
と
は
聞
い
て
い
た
の
で
す
が
、

休
憩
所
ま
で
の
道
の
り
が
永
遠
に
感
じ
ら
れ
る

ほ
ど
で
し
た
。
し
か
し
、
そ
う
い
う
思
い
が

あ
っ
た
も
の
の
、
参
加
者
の
方
々
と
の
会
話
は

時
間
が
経
つ
に
つ
れ
弾
ん
で
い
き
ま
し
た
。
生

徒
２
名
も
体
力
は
奪
わ
れ
て
い
く
一
方
だ
っ
た

に
も
関
わ
ら
ず
、
参
加
者
の
方
か
ら
お
や
つ
を

い
た
だ
い
た
り
、
途
中
で
立
ち
寄
っ
た
神
社
で

お
守
り
を
買
っ
た
り
と
、「
う
ぉ
ー
く
」
の
最
中

の
さ
さ
や
か
な
楽
し
み
に
、
嬉
し
そ
う
な
表
情

を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

　

や
っ
と
の
思
い
で
休
憩
所
に
着
い
た
の
で
す

が
、
そ
こ
で
ま
だ
中
間
地
点
だ
と
知
っ
た
と
き

の
２
人
の
驚
い
た
様
子
は
、
今
で
も
は
っ
き
り

と
覚
え
て
お
り
ま
す
。
後
半
は
私
も
生
徒
も
体

の
痛
み
を
隠
し
切
れ
な
く
な
っ
て
い
た
の
で
す

が
、
歩
き
な
が
ら
の
楽
し
い
会
話
と
、
誘
導
し

て
く
だ
さ
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
温
か

い
励
ま
し
の
お
言
葉
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
な

ん
と
か
完
歩
い
た
し
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
に
な

に
か
を
「
や
り
遂
げ
た
」
と
い
う
思
い
を
抱
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
思
い
は
生
徒
２
人

も
持
っ
て
い
た
は
ず
で
す
。
２
人
と
も
、
疲
れ

切
っ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
素
敵
な
笑
顔
を

見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
機
会
を
い
た
だ
け
た
こ
と
に
感

謝
し
、
こ
こ
で
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
、

「
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
ご
と
が
辛
い
ほ
ど
、

や
り
切
っ
た
と
き
に
は
何
と
も
言
え
な
い
よ
う

な
達
成
感
が
待
っ
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
を
胸

に
、
目
の
前
の
物
事
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
、
私
だ
け
で
な
く
、
生
徒
２
人
も
思
っ
て
く

れ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

会
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
皆
さ
ま
も
ご
存
じ
の

こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
令
和
２
年
度
に
は
母
校
大
聖

寺
高
校
は
創
立
１
１
０
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

記
念
式
典
は
、
２
０
２
０
年
10
月
17
日
（
土
）
の

開
催
を
予
定
し
て
お
り
、
そ
の
日
ま
で
、
い
よ
い
よ

１
年
程
と
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
各
実
行
委
員
会
を
中
心
と
な
り
、
１
１
０

周
年
記
念
事
業
に
向
け
て
鋭
意
業
務
を
進
め
て
お
り

ま
す
。
記
念
式
典
や
祝
賀
会
に
多
く
の
方
々
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

１
１
０
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
平
成
30
年

度
理
事
会
・
総
会
に
お
い
て
学
校
側
よ
り
各
教
室
へ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
の
設
置
を
お
願
い
し
た
い
と
の

要
望
が
出
さ
れ
、
令
和
元
年
８
月
の
設
置
も
あ
わ
せ

て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
写
真
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
の
普
通
教
室
へ
の
設
置
は
、
本
年

８
月
に
工
事
が
終

了
し
ま
し
た
。
生

徒
た
ち
の
授
業
に

大
い
に
役
に
立
て

ら
れ
、
活
発
な
授

業
が
展
開
さ
れ
る

こ
と
を
同
窓
会
と

し
て
切
に
願
う
と

こ
ろ
で
す
。

加
州
大
聖
寺
藩
参
勤
交
代
う
ぉ
ー
く
２
０
１
９
に

生
徒
と
共
に
参
加
し
て

教
諭　

中
川　

亜
弓

１
１
０
周
年
記
念
事
業
に
向
け
た

こ
れ
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て

会
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
皆
さ
ま
も
ご
存
じ
の

こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
令
和
２
年
度
に
は
母
校
大
聖

創
立
１
１
０
周
年
記
念
事
業
を

成
功
さ
せ
よ
う
！

８月11日　最終日　到着式と歩行の様子

　

加
賀
聖
城
高
校
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
加
賀

３
高
校
で
協
力
し
ま
し
た
。

　

藩
政
時
代
に
加
州
大
聖
寺
藩
が
行
っ
て
い

た
参
勤
交
代
を
再
現
し
、
東
京
都
日
本
橋
～

石
川
県
加
賀
市
大
聖
寺
（
５
４
０
㎞
）
を
完

歩
し
ま
し
た
。

　

同
窓
会
も
参
加
費
の
一
部
を
援
助
し
て
お

り
ま
す
。

加
州
大
聖
寺
藩
参
勤
交
代
う
ぉ
ー
く

２
０
１
９
に
つ
い
て
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令
和
元
年
（
２
０
１
９
年
）
５
月
11
日
、

穏
や
か
な
陽
光
に
恵
ま
れ
た
こ
の
日
、
私

た
ち
昭
和
43
年
卒
業
３
年
１
組
の
メ
ン

バ
ー
は
久
し
ぶ
り
に
顔
を
合
わ
せ
ま
し
た
。

昨
年
亡
く
な
ら
れ
た
担
任
の
北
村
健
三
先

生
を
偲
ぶ
会
と
、
あ
わ
せ
て
私
た
ち
の
古

希
を
祝
う
ク
ラ
ス
会
を
開
く
た
め
で
す
。

　

先
生
の
偲
ぶ
会
は
、
ご
遺
族
の
方
々
と

共
に
菩
提
寺
で
あ
る
大
聖
寺
の
専
稱
寺
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
先
生
の
ご
遺
影
を
前
に
、

ご
住
職
の
読
経
の
あ
と
、
各
自
お
線
香
を

上
げ
て
先
生
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま

し
た
。

　

先
生
に
お
世
話
に
な
っ
た
の
は
、
長
い

人
生
の
わ
ず
か
１
年
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
感
受
性
の
強
い
青
春
時
代
に
受
け

た
学
恩
は
、
そ
の
後
の
年
月
を
支
え
る
道

標
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
、

い
ま
、
ク
ラ
ス
の
メ
ン
バ
ー
は
、
地
域
の

区
長
や
民
生
委
員
な
ど
地
域
の
発
展
に
努

め
て
い
る
人
、
学
校
の
先
生
、
企
業
の
経

営
者
、
大
学
教
授
、
画
家
や
作
家
と
し
て

活
躍
し
て
い
る
人
、
家
族
を
介
護
し
支
え

と
な
っ
て
い
る
人
や
、
日
々
の
生
活
を
楽

し
ん
で
い
る
人
な
ど
、
多
士
済
々
で
す
。

そ
れ
を
感
謝
し
て
心
を
込
め
て
合
掌
し
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
と
こ
ろ
を
変
え
て
、
料
亭

「
た
か
橋
」
で
ク
ラ
ス
会
に
移
り
ま
し
た
。

ク
ラ
ス
会
も
こ
れ
ま
で
回
数
を
重
ね
て
今

回
は
第
６
回
目
の
開
催
と
な
り
、
高
校
卒

業
後
50
年
の
古
希
を
迎
え
る
節
目
の
会
で

す
。
最
初
に
故
人
と
な
っ
た
学
友
に
献
杯

を
捧
げ
ま
し
た
。
お
い
し
い
加
賀
料
理
に

舌
鼓
を
打
ち
つ
つ
、
歓
談
に
移
り
ま
す
。

ア
ル
コ
ー
ル
が
入
る
と
共
に
、
会
の
雰
囲

気
は
自
然
に
18
歳
の
若
き
高
校
生
に
戻
り

ま
す
。

　

語
ら
い
は
楽
し
く
、
時
間
が
過
ぎ
る
の

を
忘
れ
る
の
は
こ
の
こ
と
だ
と
実
感
し
ま

す
。
会
の
途
中
で
、
参
加
者
に
近
況
報
告

を
求
め
る
と
、
各
自
話
が
長
く
て
な
か
な

か
次
の
人
に
進
み
ま
せ
ん
。
言
い
た
い
こ

と
が
多
い
か
ら
で
す
。「
み
ん
な
に
話
し
た

い
！
」
な
の
で
す
。
最
後
に
全
員
で
校
歌

を
斉
唱
し
ま
し
た
。
な
ん
と
３
番
ま
で
歌

詞
を
間
違

え
ず
歌
え

て
感
激
し

つ
つ
、
お

開
き
と
な

り
、
再
会

を
誓
っ
て

散
会
し
ま

し
た
。

　

大
聖
寺
高
校
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部
は
、
昭
和
４
年
４
月

に
創
部
さ
れ
今
年
で
90
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
に
あ
た
り
、

令
和
元
年
８
月
12
日
加
賀
市
長

生
殿
に
て
「
創
部
90
周
年
記
念

式
典
」
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

　

全
国
で
ご
活
躍
中
の
Ｏ
Ｂ
・

Ｏ
Ｇ
約
90
名
、
現
役
生
約
40
名

の
総
勢
約
１
３
０
名
が
一
堂
に

会
し
、
昔
を
懐
か
し
み
、
絆
を

深
め
、
親
睦
を
図
り
、
大
盛
況

に
終
わ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
フ
リ
ー
ス
ロ
ー
対
決

で
は
最
年
長
で
あ
る
85
歳
の
大

先
輩
の
挑
戦
も
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

（シューティングの会〉

　令和２年１月３日午後
より開催予定です。沢山
のご参加お待ちしており
ます。

表　

能
理
子　

菅
野　

俊
司

中
田　

清
英　

西
出　

利
一

ク
ラ
ス
会
幹
事

大聖寺高校同窓会に
ご寄附いただきました。

　昭和33年卒　小西征夫さん（札幌市）より多額の寄付金

をいただきました。来年度に行われます110周年記念事業に

大切に使わせていただきます。ありがとうございました。

「
創
部
90
周
年
記
念
式
典
」の
開
催

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

恩
師
を
偲
ぶ
会
及
び

ク
ラ
ス
会
の
開
催
報
告

昭
和
43
年
卒
３
年
１
組
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会
報
と
同
封
し
ま
し
た
趣
意
書
に
て
お
願

い
し
て
お
り
ま
す
「
協
力
金
」
に
つ
き
ま
し

て
、
納
入
方
法
等
、
下
記
に
説
明
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
い
ま
一
度
趣
旨
を
ご
理
解
い

た
だ
き
、
ご
協
力
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
確
認
い
た

だ
け
ま
す
。

●
協
力
金
の
主
な
使
用
目
的

１　

�

会
報
「
聖
流
」
の
発
行

　
　

 　

終
身
会
費
納
入
者
（
昭
和
56
年
３
月

以
降
ご
卒
業
の
方
に
は
納
入
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
）
に
は
、
会
報
「
聖
流
」

を
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

同
窓
会
の
様
子
、
母
校
の
活
動
報
告
、

総
会
・
懇
親
会
の
様
子
な
ど
、
内
容
に

創
意
工
夫
し
な
が
ら
今
後
も
編
集
作
業

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

２　

英
語
暗
唱
大
会
の
開
催

　
　

 　

第
70
回
を
迎
え
た
伝
統
あ
る
英
語
暗

唱
大
会
。
毎
年
各
加
賀
市
内
中
学
校
か

ら
、
こ
の
大
会
を
目
標
に
練
習
を
重
ね

中
学
生
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を

機
に
大
聖
寺
高
校
に
興
味
を
も
っ
て
も

ら
い
、
大
聖
寺
高
校
へ
の
入
学
生
が
増

え
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

３　

母
校
の
教
育
活
動
の
支
援

　
　

・
全
国
大
会
出
場
旅
費
の
補
助
な
ど

　
　

・
卒
業
記
念
品
の
贈
呈

　
　

・
各
行
事
へ
の
参
加
補
助
な
ど

４　

�

各
支
部
へ
の
総
会
祝
金
、
役
員
出
席
の

会
費
、
旅
費
補
助

５　

周
年
事
業
に
向
け
て
積
み
立
て

　
　

（
基
本
財
産
）

●
協
力
金
の
納
入
方
法

　

郵
便
局
ま
た
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

に
て
振
込
取
扱
票
（
同
窓
会
会
報
「
聖
流
」

に
同
封
さ
れ
て
い
る
用
紙
）
で
ご
送
金
く
だ

さ
い
。
振
込
手
数
料
は
不
要
で
す
。

　

お
手
元
に
会
報
等
届
い
て
な
い
方
は
、
お

手
数
で
す
が
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

振
込
用
紙
を
郵
送
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

今
後
、
毎
年
会
報
の
発
行
時
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
て
ま
い
り
ま
す
。
あ
く
ま
で
も
任

意
の
ご
寄
附
で
す
の
で
、
ご
都
合
の
つ
く
と

き
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

※ 

納
入
い
た
だ
き
ま
し
た
方
に
は
会
報
「
聖

流
」
に
ご
芳
名
を
掲
載
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

 

ご
芳
名
を
希
望
さ
れ
な
い
方
は
郵
便
振
り

込
み
用
紙
ご
利
用
の
場
合
、
そ
の
旨
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
振
り
込
み
を
ご
利
用
の
場
合
は
、

お
手
数
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
同
窓

会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

TEL（0761）73-2771
FAX（0761）75-7117
学校 TEL（0761）72-0054
月〜金曜日（水曜日 休）9：00〜16：00

http://seiko-ob.org
E-mail：info@seiko-ob.org

大聖寺高校 同窓会 検索

石川県立大聖寺高等学校同窓会 事務局
〒922-8510 石川県加賀市大聖寺永町33-1（鴻志館内）

令和元年度石川県高等学校総合体育大会
☆体操競技
　女子　団体優勝
　　　　中野　真琴⑶ 齊藤わかば⑵ 柴田　愛唯⑵
　　　　竹田　美月⑴ 寺西　小雪⑴
　女子　個人総合２位（ゆか２位・段違い平行棒３位）
　　　　齊藤わかば⑵　⇨全国大会・国民体育大会出場
☆サッカー競技　女子　３位
☆陸上競技
　女子　砲丸投２位・円盤投４位　秋田　智菜⑶
　　　　　　　　　　　　　　　　　⇨北信越大会出場
　男子　800ｍ８位　山下　悠希⑶
☆弓道
　男子　個人７位　　畑　　彰汰⑶　⇨北信越大会出場

聖高生の活躍

　去る６月１日（土）加賀市文化会館
カモナホールにて、吹奏楽部の定期演
奏会が開催されました。28人の部員
たちは素晴らしい演奏のみならず、劇
やダンスなどの素敵なパフォーマンス

で600人の観客を魅了しました。
　また、会場で災害義援金を募り、寄
せられた義援金を北陸中日新聞加賀通
信局に委託しました。

同
窓
会
運
営
協
力
金
の
お
願
い

♩♪♬

♩♪

♬♪

♬♪

♪♬

♩

　同窓会・クラス会を開催された方々
の記事を募集しております。
　また、当時の思い出や、同窓会への
ご意見をお寄せ下さい。
　尚、紙面の都合上、掲載出来ない場
合があります。ご了承下さい。

同
窓
生
の

　

  

皆
様
へ

令和元年度石川県高等学校総合文化祭
　（第66回ＮＨＫ杯全国高校放送コンテスト石川県大会）
☆放送部門
○ラジオドキュメント部門
　最優秀賞「私は俺に変わりたい」大和さやか⑶ 薮下　果林⑶
　優秀賞　「私たちの校歌」　　　鍵元　未優⑵ 西田　七菜⑵ 
　　　　　　　　　　　　　　　　早松　澪奈⑵ 
○テレビドキュメント部門
　優秀賞　「先生の働き方改革」　西田　早穂⑵ 山下　夏美⑵ 
　　　　　　　　　　　　　　　　髙野　小雪⑵ 
○創作テレビドラマ部門
　優秀賞　「風蓮怒死布」　　　　谷保　愛華⑵ 山下　夏美⑵ 
　　　　　　　　　　　　　　　　鍵元　未優⑵ 西田　七菜⑵
　　　　　　　　　　　　　　　　髙野　小雪⑵ 
○研究発表部門
　優秀賞「めざせ！イケボ!!」　　谷保　愛華⑵ 山下　夏美⑵ 

山本　楓佳⑵ 薮下　果林⑶ 
　　　　　　　　　　　　　　　⇨以上４部門で全国大会出場
第67回石川県吹奏楽コンクール

　高等学校Ｂ部門　金賞・県代表
第60回北陸吹奏楽コンクール

　高等学校Ｂ部門　銅賞

吹奏楽部  第45回定期演奏会を開催

※ 郵便局・コンビニエンス
ストア併用振込用紙ご利
用の場合、定額になりま
す。5,000円以上（一口
以上）をご協力頂ける方
は郵便局用振込用紙をご
利用ください。

★郵便振込用紙　　　　１口　５，０００円
　（１口以上のご協力でお願いいたします。）

★郵便局・コンビニエンスストア
　併用振込用紙　　　　１口　３，０００円


